
平成平成1919年度エコインターンシップ年度エコインターンシップ
プログラム活動報告プログラム活動報告

～～SEIKO EPSONSEIKO EPSON株式会社にて～株式会社にて～

インターン生

筑波大学大学院１年 町田 龍亮

東京学芸大学３年 木場 智弘



インターンに参加した目的インターンに参加した目的

⇒実際に働いている人はどう感じているのか？

本当に「環境のための活動」をやっているのか？

①環境に携わる職種に就きたい

②その現場が学生にとってわからない
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プログラム日程プログラム日程

12/10 SEIKO EPSONの環境活動と社会の動向
12/11 修理・リサイクル事業、化学物質管理見学
12/12 SEIKO EPSONのサステナビリティレポートとCSR
12/13 グローバル環境会議に参加
12/14 グローバル環境会議に参加
12/17 ＴＦＴ事業部で工場見学 EIDの環境活動
12/18 工場での化学物質管理 各部門の化学物質管理

12/19 商品の化学物質管理 EIDにて工場見学
12/20 インターン報告発表会資料準備
12/21 インターン報告発表会

本社

工場、事業所
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プログラム日程プログラム日程
12/10 SEIKO EPSONの環境活動と社会の動向

12/11 修理・リサイクル事業、化学物質管理見学
（プリンターのリサイクル現場見学）

12/12 SEIKO EPSONのサステナビリティレポートとCSR

12/13 グローバル環境会議に参加

12/14 グローバル環境会議に参加

12/17 ＴＦＴ事業部で工場見学 EIDの環境活動
12/18 工場での化学物質管理 各部門の化学物質管理

12/19 商品における化学物質管理 EIDにて工場見学
12/20 インターン報告発表会資料準備

12/21 インターン報告発表会

本社

工場、事業所
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プログラム日程プログラム日程
12/10 SEIKO EPSONの環境活動と社会の動向

12/11 修理・リサイクル事業、化学物質管理見学

12/12 SEIKO EPSONのサステナビリティレポートとCSR

12/13

12/14

グローバル環境会議に参加

（環境戦略などに関する会議）

その後のウェルカムパーティーにも参加
12/17 ＴＦＴ事業部で工場見学 EIDの環境活動
12/18 工場での化学物質管理 各部門の化学物質管理

12/19 商品における化学物質管理 EIDにて工場見学
12/20 インターン報告発表会資料準備

12/21 インターン報告発表会

本社

工場、事業所
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プログラム日程プログラム日程
12/10 SEIKO EPSONの環境活動と社会の動向
12/11 修理・リサイクル事業、化学物質管理見学

12/12 SEIKO EPSONのサステナビリティレポートとCSR
12/13 グローバル環境会議に参加

12/14 グローバル環境会議に参加

12/17 ＴＦＴ事業部で見学
(町田)

EIDの環境活動（木場）

12/18 工場での化学物質管理 各部門の化学物質管
理

12/19 商品における化学物質
管理

EIDにて工場見学

12/20 インターンシップ発表会資料準備

12/21 インターンシップ報告発表会

本社

工場、事業所
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プログラム日程プログラム日程

12/10 SEIKOEPSONの環境活動と社会の動向

12/11 修理・リサイクル事業、化学物質管理見学

12/12 SEIKOEPSONのサステナビリティレポートとCSR
12/13 グローバル環境会議に参加

12/14 グローバル環境会議に参加

12/17 ＴＦＴ事業部で工場見学 EIDの環境活動
12/18 工場での化学物質管理 各部門の化学物質管理

12/19 商品における化学物質管理 EIDにて工場見学
12/20 インターン報告発表会資料準備

12/21 インターン報告発表会
（インターンシップの総括）

本社

工場、事業所
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発表内容
・インターンの感想
・EPSONへの提言
例）

・環境コミュニケーションの
推進

・環境性能に特化した新
規ブランドの展開



SEIKOSEIKO ＥＰＳＯＮの環境対策ＥＰＳＯＮの環境対策

• 各化学物質管理法令の遵守
（例：RoHS指令、鉛1,000ppm以下の含有率であることなど）

• 工場のグリーン化へ
（例：新しい製造方式の開発 フレキソ印刷法→インクジェット法）

CO2排出量（換算値）kg-CO2/chip

12



インターンシップを通しての感想インターンシップを通しての感想
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• 想像以上の企業努力
–製品の環境負荷の低減
–省を極める！「最省化」への挑戦
–企業内部から外部まで積極的な情報発信
（CSRレポート、Webなど）

・・・しかし

企業として環境対策を行う上での壁

コストとの兼ね合い

⇒どこまで環境対策を求められるのか
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社会の意識を向上させるために

ひとりひとりが自らの意識を変える

環境のことを考えて働くとは？環境のことを考えて働くとは？
どんな仕事でも環境のことを考えて働ける

若い世代の使命

社会の意識を向上させるために

ひとりひとりが自らの意識を変える

｢環境という分野は幅が広い、どんな仕事も何らかのかたち
で環境に配慮した仕事の仕方がある。」
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ご清聴ありがとうございました

SAVE THE EARTH


